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◆議  題：（１）登別市経済が抱える問題・課題の再検証について 

（２）第２回地元資源利活用検討会の開催日程について 



【要旨】 

項目 発言者 内容 

（１）登別市経済が抱える問

題・課題の再検証について 
会  長 第１回目の地元資源利活用検討会に多くの方に

ご出席いただき、ありがとうございます。 

様々な切り口から皆様の意見を伺っていきたい

ので、今後も多くの参加をお願いしたい。 

この検討会の取り組みと目的について説明す

る。一点目は、登別経済が抱える問題・課題につ

いてこれまで挙げられてきたものを再検討し、解

決策について深堀した協議を行っていきたい。二

点目は、市民１８５名に対し行った地元資源に関

するアンケート調査の結果から、問題・課題の解

決策に向けた活用策の協議をしていきたい。三点

目は、今後設置する専門部会における具体的なテ

ーマの抽出を行いたい。四点目は、各専門部会で

の協議内容の集約・整理を行いたい。五点目は、

協議会が示すたたき台を基に、地域経済振興に係

る総合的ビジョン及び具体的施策の方向性につい

て考えて頂きたいという、この五点を行っていき

たいと考えている。 

本日の会議の目的は、登別市中小企業地域経済

振興協議会委員のみならず、新たな参加者を加え

た中で「登別経済が抱える問題・課題の再抽出」

を行っていきたい。 

事務局から本日の会議の進方方法について説明

していただく。 

 事 務 局 参加者の皆様を４つのグループに分けさせてい

ただいた。登別市中小企業地域経済振興協議会で

は昨年、市内の各産業従事者から現状についてお

話を伺った結果を基に、登別経済が抱える問題・

課題について洗い出しを行っている。本日は、そ

れらと照らし合わせながら、他にどんな課題を持

っているのかをグループ毎に話し合い、代表者か

ら発表していただく。 

  【グループワーク終了後】 

  （Ａグループ） 



 望月委員 中小企業については、ＩＴをもっと活用すべき

という意見が出された。 

漁業については、環境の変化により魚の種類が

変わってきていることから、先々のことを考えて

いかなければならない。また、室蘭の栽培水産試

験場が行っている活動に関する情報をもっと生か

して有効利用していかなければならない。 

工業については、新しい起業家を作り出すサポ

ートを進めるためには、既存の企業が登別市に立

地した理由を追及すべきであるという意見や、既

存の企業に関連する企業が立地してくれると地域

が活性化していくのではないか。市としても、特

定の業種に集中して声をかけていくべきではない

か。ただ、誘致するためのまとまった土地がない

という現状があることも問題である。 

医療・福祉については、従業員が長く勤められ

る環境が整っていないという現状があり、育成が

十分に進まず、若年者も福祉業界を選びにくいと

いう課題がある。 

商業については、地元商店は、今まで地元相手

の商売を行ってきたが、人口減に伴い売り上げも

減少してしまう。観光客を見据えた販売をしてい

く必要がある。また、ただ物を売るのではなく、

サービスを提供する場として差別化を図るべきで

ある。 

観光業については、登別温泉地区の観光客を他

地域に連れてくる為の方法を考える必要がある

が、各地域が観光客を受け入れる体制を整えなけ

れば、経済循環には繋がらない。 

観光の面でアイヌ文化をもっとアピールすべき

であるという意見があった。 

各産業の現状を踏まえて、お金を落とさせる仕

組みだけを考えるのでは前向きな意見が出てこな

い。顧客を『わくわくさせる』ことを考えていけ

ば、画期的なアイディアが浮かんでくる。このよ

うな意見が挙げられた。以上です。 



  （Ｂグループ） 

 川田委員 登別市経済全体が抱える問題・課題に着目して

議論した。登別市には資源が沢山あるにも関わら

ず、それをアピールする場がないという点が最大

の問題点であるという観点から、「資源を磨かなけ

れば資産にならない」という考え方を持って話し

合った。資源を磨く機会を創出するということが、

今後求められてくるのではないだろうか。 

今、登別商工会議所が中心となって取り組んで

いる登別オアシス構想のように、資源を磨く場所、

発信する場所を作ってはどうかという結論に至っ

た。 

  

藤田委員 

（Ｃグループ） 

地元商品は地元で消費するということ、外貨を

獲得することが必要だということが話し合われ

た。そのためには、市や企業を含めた様々な箇所

が連携を取らなければならない。 

連携の問題として、登別温泉地区とそれ以外の

宿泊施設の連携が無いこと、３００万人の観光客

が来ているのに、登別温泉以外には恩恵が無い事

から、連携することにより、少しでも他の地区に

お金が落ちるような仕組みを構築すべきである。 

道の駅は登別市内には無いので、アーニスを活

用するなどして、地元商品をＰＲする催事を行う

など、地元商品を地元の方々に理解してもらう取

り組みを行うべきである。 

温泉街では、ホテル内で食事まで完結してしま

うが、ホテル以外の飲食店で地場産品が楽しめる

ような工夫が必要である。 

企業のほとんどが中小企業だという現実のな

か、同業者間の連携を図っていってはどうだろう

か。例えば、登別閻魔やきそばのように、同業者

がアイディアを絞って取り組んではどうだろう

か。 

 登別市内の農業はほとんどが酪農であり、牛乳

はホクレンに流れている形になっているが、地元



でチーズなどの加工品開発を行う、札内の景観を

向上することで観光としての魅力を向上するなど

も考えられるだろう。 

  

小幡委員 

（Ｄグループ） 

 中小企業の現状として、企業間の循環が不足し

ている、企業のアピールが不足しているという意

見があった。一方で、グループ内では積極的に地

域商店街を利用しているという意見もあった。 

 農業については、農地が少ない、従業員の将来

性が見出せず後継者が少ないという問題がある中

で、牧草には好評価が得られているという意見も

あった。 

 漁業については、登別漁港ではスケトウダラが

よく獲れるが、閑散期と繁忙期との差が大きいこ

とから、夏の閑散期には収入が見込めないという

現場の意見や、よく獲れるスケトウダラを活用す

るカマボコ工場を誘致すべきだという意見があっ

た。 

 工業については、室蘭市という工業都市に隣接

しているので、立地としては優れているのではな

いだろうかという意見、技術力はあるがＰＲ力が

不足して販売に繋がっていないという意見があっ

た」。 

 医療・福祉業界については、病院は室蘭市に集

中して立地している中、登別温泉はそれらの病院

とは距離があるため、その恩恵を活かしきれてい

ないのではないだろうか。 

 商業については、主婦は家計を考えると大手の

スーパーに行ってしまうことが多い中、何とか域

内で循環するように地場の企業から買っていただ

くことはできないだろうかという意見が挙げられ

た。 

（２）第２回地元資源利活用

検討会の開催日程について 

会  長  以上で本日の協議を終了する。次回は、外部か

らファシリテーターを呼び、登別市経済の問題・

課題を整理していく。お疲れ様でした。 

 


